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公正・適正な選挙に努める
新たな選挙管理委員任命

下広校区の文化財巡る
ふるさとウォーク

防火呼びかけ
広川町少年消防クラブ

　

3
月
29
日
㈰
、
広
川
消
防
署
（
旧
：
広

川
分
署
）
で
広
川
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
防

火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
応
募
者
45
人
の
中
か
ら
、
入
賞
者

4
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
入
賞
作
が
掲
示
さ
れ
た
、
吉
永

商
店
㈱
の
ゴ
ミ
収
集
車
も
披
露
。
ゴ
ミ
収

集
車
は
1
年
間
町
内
を
走
り
、
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
す
。

［
最
優
秀
賞
］
丸
山
和
奏
さ
ん
（
中
広
川
小
）

［
優
秀
賞
］
野
口
美
歩
さ
ん
（
中
広
川
小
）

［
佳

作
］
増
永
美
佑
さ
ん
（
上
広
川
小
）

［
佳

作
］
鶴
葵
衣
さ
ん

（
中
広
川
小
）

　

3
月
7
日
㈯
、「
第
10
回
ふ
る
さ
と

ウ
ォ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
一
條

区
と
智
徳
区
の
文
化
財
を
巡
り
ま
し
た
。

　

当
日
集
ま
っ
た
30
人
は
、
朝
9
時
に
弘

化
谷
古
墳
駐
車
場
を
出
発
。
石
人
山
古
墳

か
ら
太
閤
道
、
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
た

一
條
八
幡
宮
の
明
神
鳥
居
へ
と
進
み
、
盃

状
穴
や
十
三
塚
な
ど
の
文
化
財
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

休
憩
時
に
は
血
糖
値
や
定
期
健
診
の
重

要
性
、
健
康
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

N
P
O
法
人　

広
川
町
歴
史
と
文
化
を
守
る
会

　

4
月
1
日
、
新
た
な
広
川
町
選
挙
管
理

委
員
と
し
て
、
⻆
武
治
さ
ん
（
藤
田
区
）、

原
野
幸
晴
さ
ん
（
馬
場
区
）、
末
次
静
憲

さ
ん
（
川
瀬
区
）、
宮
園
隆
典
さ
ん
（
久

泉
区
）
の
4
人
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
（
任

期
：
令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
6
年
3

月
31
日
、
委
員
長
：
末
次
静
憲
さ
ん
）。

　

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙
人
名
簿
の

登
録
や
選
挙
の
管
理
執
行
・
啓
発
な
ど
を

審
議
す
る
委
員
会
。
明
る
い
選
挙
の
啓
発

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

明
る
い
選
挙
と
は
、
み
ん
な
の
意
思
が

政
治
に
正
し
く
反
映
さ
れ
る
、
公
正
か
つ

適
正
な
選
挙
の
こ
と
。
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
買
収
や
供
応
と
い
っ
た
犯
罪
、
義
理

人
情
な
ど
に
よ
る
ゆ
が
ん
だ
選
挙
を
な
く

す
た
め
、
広
川
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
と
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

前列左から原野委員、末次委員、宮園委員、⻆委員

左から木附元分署長、吉永社長、丸山さん、野口さん、増永さん、鶴さん、辻団長
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まちのわだい

児童生徒の安全守るために
福岡県トラック協会 横断旗贈呈

期待と緊張を胸に
広川中学校入学式

　

4
月
8
日
㈬
、
広
川
中
学
校
で
入
学
式

が
行
わ
れ
、
5
ク
ラ
ス
計
1
8
1
人
の
新

入
生
が
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
参
加
者
の
制

限
や
時
間
短
縮
な
ど
、
規
模
を
縮
小
し
て

挙
行
。

　

式
で
は
古
川
校
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の

中
学
校
生
活
で
は
『
自
分
を
大
切
に
す
る

こ
と
』『
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
こ
と
』

の
2
点
を
意
識
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
新
入
生
代
表
の
入
江

華
琉
さ
ん
は
、「
部
活
動
に
一
生
懸
命
励

み
た
い
」「
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た

い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
㈫
、
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

筑
後
支
部
か
ら
町
内
の
小
中
学
校
へ
、
横

断
旗
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
贈
ら
れ
た
横
断
旗
に
は
ま
ち
子
ち

ゃ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
に
も
親
し
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
地
域
の
見
守
り
活
動

に
役
立
て
て
も
ら
い
、
交
通
事
故
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
」
と
、
有

馬
浩
一
副
支
部
長
か
ら
吉
住
教
育
長
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
近
隣
自
治
体
へ
横
断
旗
を

贈
る
ほ
か
、
各
学
校
で
交
通
安
全
教
室
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
和
田
さ
ん
、

上
村
さ
ん
は
「
今
後
も
児
童
生
徒
の
安
全

を
守
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

3
月
31
日
㈫
、
広
川
町
郷
土
史
研
究
会

か
ら
町
立
図
書
館
と
町
内
の
小
中
学
校
へ
、

冊
子
「
ひ
ろ
か
わ
谷
の
城
と
館
」
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
冊
子
は
、
同
会
の
創

立
40
周
年
を
記
念
し
て
発
刊
さ
れ
た
も

の
。
広
川
町
に
築
か
れ
た
五
か
所
の
城
と

館
（
鬼
ノ
口
城
・
山
王
山
城
・
城
ノ
尾
城
・

川
瀬
城
・
知
徳
城
）
の
歴
史
や
、
関
係
す

る
古
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
多

く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
、
中

村
訓
浩
会
長
か
ら
吉
住
教
育
長
へ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

執
筆
し
た
佐
々
木
四
十
臣
さ
ん
は
「
文

化
財
や
資
料
を
保
存
し
、
後
世
へ
伝
え
る

こ
と
が
大
切
」
と
語
り
ま
し
た
。

郷土史の冊子寄贈
広川町郷土史研究会

左から吉住教育長、中村会長、佐々木さん

左から和田さん、吉住教育長、有馬副支部長、上村さん




